
 

 

 

 

運 行 管 理 規 程

 
 
 
 
 
 

千葉構内タクシー株式会社 

千葉市中央区問屋町 5 番 42 号 



運 行 管 理 規 程 

（目 的） 

第１条 この規程は、運行の安全の及び輸送力の確保を図る為、運転者の適正配置、指導

監督及び車輌運用の合理化等、運行管理に関する業務の完遂を図る事を目的とす

る。 

 

（運行管理者（補助者）の選任） 

第２条  

（１） 運行管理者（以下「管理者」という）及び補助者（以下「代務者」という）の選 

任は、事業者が行い、これを任命するとともに、社内全員に周知徹底する。 

（２） 複数の管理者を選任する事業所にあっては、統括管理者を選任する。その選任基  

準と業務内容は別に定める。 

（３） 管理者は、旅客自動車運送事業運輸規則（以下「運輸規則」という）第４８条の 

５に定められた要件を備えたもののうちから、選任するものとする。 

（４） 代務者を選任する場合は、管理者と同等又はこれに準じた知識及び能力を有する   

    と認められた者とする。 

（５） ５～３９輌の運行を管理する事業所ごとに、管理者１名以上を置き、４０輌を増

すごとに１名ずつを増員する。また業務量に応じて代務者を若干名置く。 

（６） 管理者を選任し、又は解任した場合は、その日から１５日以内に運輸規則第６８

条により、地方運輸局長又は運輸支局長に届出する。 

（７） 管理者は、運輸支局長から研修を行う旨の通知があった場合、必ず受講しなけれ

ばならない。 

   

（運行管理の組織） 

第２条  運行管理の組織は、次の通りとする。 

（１） 事業者は、運行管理を統括する。 

（２） 統括運行管理者は、事業者の指示により管理者を統括する。 

（３） 管理者は、統括運行管理者の指示により運行管理全般について処理する。 

（４） 代務者は、管理者の指示により、運行管理業務の一部を担当する。 

（５） 運転者は、服務規律に従い、管理者又は、代務者の指示を遵守し、輸送の安全確

保に努める。 

（６） 運行管理の指揮命令系統は、別添の組織図どおりとする。 
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（運行管理者及び代務者の勤務） 

第４条 

（１） 管理者（代務者）の勤務は、運行管理者の出勤から退勤までとする。 

（２） 事業者は、車輌の運行中、点呼等運行管理業務の処理が確実に行われるよう管

理者及び大武者の勤務割を定めなければならない。 

（３） 管理者又は代務者が職場を離れる時は、所在を明らかにして連絡が出来るよう

にしておかなければならない。 

 

（運行管理者、代務者の権限及び職務） 

第５条 

（１） 管理者（代務者）の権限及び職務は、運輸規則第４８条に定められた事項、及  

び本規程第６条の掌握事項とする。 

（２） 代務者は、管理者が不在の場合は、管理者に代わって業務を処理する。 

但し、管理者不在中に処理した事項は、速やかに管理者に報告する事。 

（３） 運行管理業務の一切の権限と責任の所在は管理者とし、代務者は管理者不在時   

の業務を代行することとし、管理者が営業所にいる場合もあくまで補助的に、 

職務の一部を担当するものとする。 

 

（運行管理者（代務者）の職務管掌事項） 

第６条 

  （１）事故の処理の場合 

      事故発生の場合は、原則として現場に立会い、次の事項を行う。 

イ）旅客の運送の継続、又は送還の措置を行う事。 

ロ）旅客を保護する事。 

  （２）事故による死傷者に関する処置 

      旅客等に死傷者が発生した場合は、必ず現場に急行し、次のことを行う。 

イ）死傷者の応急手当、その他の必要な措置。 

ロ）家族への通知、遺留品等の保管。 

ハ）警察官に報告し、指示を受ける事。 

（３）事故の報告 

イ）車輌の転覆、転落、火災、踏切事故を発生し、かつ死者又は重傷者を生じた 

事故の場合には、電話、電報その他の方法により、２４時間以内にその概要を

運輸支局長に報告する事。 
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ロ）上記のほか、運転者の疾病等健康状態に起因する事故又は車輌の欠陥により 

運行出来なくなった事故の場合も、自動車事故報告規則に基づき３０日以内 

      に自動車事故報告書を使用の本拠の位置する運輸支局長を経由して国土交通 

       大臣に提出する事。 

（４） 事故の記録 

    イ）事故の記録を当該事故発生後３０日以内に作成する。記録の内容は自動車事   

      故報告規則別記様式の記入等の取扱いに準じる。 

（５） 事故再発防止等の処置 

イ）事故の調査及び原因の究明 

ロ）事故統計分析等の作成 

ハ）事故の発生状況からみた防止対策の研究指導 

ニ）当該運転者が第一当事者である場合は、特別な指導の実施及び運輸規則第３

８条の２により国土交通大臣が認定する適正診断を受診させる。  

（６） 異常気象時における措置 

異常気象時の対策は次の通りとする。 

イ）異常気象時における処置要領の作成 

ロ）異常気象時の輸送の安全確保についての指示  

（７） 運転者の過労防止 

      運転者の過労防止対策は、次の通りとする。 

イ）乗務時間、走行粁、休憩時間、休憩場所等を定め勤務体制の適正を図る。 

ロ）休憩施設、仮眠施設等の保安整備 

ハ）運転手の健康状態を把握し、疾病、疲労、飲酒、その他の理由により、安全

運転が出来ないおそれのある場合の乗務禁止。 

ニ）交替運転者の配置及び交替場所の指示。 

ホ）公休、休日を効果的に与える。 

ヘ）労働協約、就業規則等の厳守を指導する。 

ト）その他、運転者全体の乗務を調整する。 

（８） 乗務前点呼、乗務後点呼 

      乗務前点呼、乗務後点呼の処置は、次のようにする。 

イ）乗務前点呼 

 a．当該運行の直前に、個人別に対面を原則として厳正かつ確実に行う事。 

 b．執行場所は本社乗務員待機場とする。 

 c．運行管理者不在の時は、代務者が行う事。 

d．点呼事項は、次の通りとする。 
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① 車輌の日常点検の結果により、車輌の異常の有無等（非常用信号等を含む）を

確認する。 

② 疾病、疲労、飲酒等の有無等、運転者の心身の状態が就業に適するか対面点呼

により確認し、可否を決定する。 

③ 天候、道路状況等、安全運転に必要な注意事項を指示する。 

④ 携行品の確認。（運転者証、乗務日報、運行記録用紙、地図、運転免許証、自

動車検査証、自賠責保険証、金銭等） 

     ｅ．点呼の結果は、具体的に点呼簿に記入し、管理者が交替するときは、引継ぎ

を確実に行う事。 

ロ）乗務後点呼  

 a．乗務後点呼は、帰庫後速やかに行い点呼執行場所及び点呼簿の記入は、乗務 

   前点呼に準じて行う事。       

 b．点呼事項は、次の通りとする。 

・ 車輌、道路及び運行状況の報告聴取 

・ 運転者が交替した時は、その時の引継ぎ事項についての報告聴取 

・ 事故、違反及び飲酒等の有無について体面点呼により確認 

・ 運転者証等携行品で、返納を要する物の確認 

     c．報告受理の結果、次の運行に必要な連絡通報事項は、交替者又は他の係に確

実に引継ぎを行う事。 

      d．乗務前点呼、乗務後点呼の結果は、前日分を上司に報告する事。 

ハ）点呼の記録 

   乗務前点呼、乗務後点呼の結果は、点呼簿に所定の事項を記録し、１年間

保存しなければならない。 

（９） 乗務記録（日報） 

      乗務記録の処理は次の通りとする。 

イ）乗務記録（日報）は、運転者に作成させ提出させる。 

ロ）乗務記録（日報）の内容の審査を行い、関係の係に回添し運行計画の資料と

するとともに、車輌ごとに処理し１年間保存する事。 

（１０） 運転者の採用（確保） 

     運転者の採用の要領は、次の通りとする。 

     イ）運転者の採用は、別に定める採用基準に基づき選考する。但し、初任運転者

については、別に定める運転者の指導要領により、少なくとも 10 日間の教育

指導を行った後でなければ車輌の運転に従事できない。 
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ロ）採用時の注意事項は次の通りとする。 

a． 事業計画遂行に十分な人数を確保する。 

b． 事業に適した人物（資格、運転技術、年齢、正確）を審査して採用する。 

c． 試験（学科、運転技術、法令、口頭試問、適性検査等）を行う。 

d． 前歴の調査には、事故歴も必ず調査する。 

ハ）運転者として採用を決定した者については、運転者台帳に採用時に調査した

事項を記録し、指導、監督の資料として活用する。 

 （１１）運転者として、選任されたもの以外の運転の禁止 

     管理者は、運転者として選任された者以外の者及び無資格者に運転させない事。 

 （１２）運転者の指導監督 

     運転者の指導監督は、次の通りとする。 

イ）指導主任者と連携し、運転者の教育計画を立てる。 

ロ）教育は指導要領によって、新規採用者（初任運転者・タクシー経験を有する

運転者）、現任運転者等に分けて行う。 

ハ）教育項目は、運転技術、法令、非常用信号用具等の扱い方、接客サービス及

び事故発生時の措置等、一般的な教育を定期的に行う他、事故惹起運転者、

高齢運転者に対して適切な教育を行う。 

ニ）運行状況を常に把握し、状況に変化がある時は、適切な指示を与える体制を

確立しておく事。 

ホ）運転者の交通法規、服務規律等の遵守状況を監督する為の査察の計画を立て

実施する。 

ヘ）運転者に乗務指示を行う時は、健康の状況、運行路線又は営業区域の熟知の

状況、車輌の配置等を充分考慮の上、適応した割当及び配置をする。 

（１３）運行記録計の記録 

     管理者は、運行記録計の取り付けのある車輌については、次の処理をする事。 

   イ）乗務前点呼の際、記録紙の装着状況を確認し乗務後点呼の際、次に掲げる事 

     項の記入を確認後、記録紙を受け取るものとする。 

    a．運転者名 

    b．車輌の登録番号 

    c．乗務の開始及び終了年月日 

    d．その他、必要事項 

   ロ）前項の記録の結果、法令に違反するような記録があった場合は、運転者に対

し注意を与える等指導監督を行う事。記録紙は、1 年間保存する。 
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 （１４）自動車の車内掲示 

      車内の掲示は、次の通りとする。 

    イ）運転者に掲示義務の指導を行い、掲示の場所、設備方法を考慮し、旅客に見

易いように掲示する。 

    ロ）掲示事項 

     a．事業者の名称 

     b．運転者の氏名 

     c．自動車登録番号 

 （１５）応急用具等の備付 

      応急用及び非常信号用具の備付は次の通りとする。 

    イ）応急の用具及び部品は、出発前に確認し必ず携行する。 

    ロ）非常用信号用具の備付 

      赤色旗、赤色合図灯（発炎筒）の備付の確認を行い、発炎筒については、定

期的に性能確認を行う。 

 （１６）車輌の清掃等管理 

      車輌を常に清潔に保持するよう指導監督に努め、毎月１０日を特別清掃日と

定め運転者に徹底させる。 

 （１７）苦情の処理 

     苦情の処理は、次の通りとする。 

    イ）旅客に対する取扱い等輸送について苦情の申し出があった時は、事実関係を

調査し遅滞無く弁明するように処理しなければならない。但し、氏名及び住

所を明かにしない者からの苦情についてはこの限りではない。 

  ロ）苦情の処理は迅速かつ適正に行い、相手を尊重して丁寧に対応し、当方に非の

ある場合は誠意を持って相手方の納得を得るように努めなければならない。 

  ハ）苦情処理の概要は次の事項を記載した苦情処理簿に整理し、その処理が終わっ

た時から 1 年間保存しなければならない。 

   a．苦情の受付日、苦情申出者の氏名、住所、性別、職業及び連絡先等 

   b．苦情対象の旅客の乗降日時、区間、当該事業用自動車の番号、運転者の氏名

等   

   c．苦情内容 

   d．原因究明の結果（事実関係の調査結果） 

   e．苦情に対する弁明の内容 

   f．改善措置（再発防止策） 

   g．苦情処理を担当した者 
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 （１８）遺失物の処理 

     遺失物の処理は、次の通りとする。 

    イ）運転者から、遺失物取得の報告があった場合は、次の事項を遺失物台帳に記

録し、千葉県タクシー運転者登録センターへ連絡する。尚、遺失物が現金、

貴金属その他の貴重品の場合には速やかに所轄警察署に連絡して、遺失物又

は所有者に物件が返還されるように努めなければならない。 

     a．取扱運転者の氏名 

     b．取得又は発見した日時、場所 

     c．遺失物の品名、数量、形状、その他特徴 

     e．処理内容 

 （１９）管理者は、日常の職務に必要な次の知識、技能の取得に努めなければならない。 

    イ）車輌の運転に関する事 

    ロ）車輌の主要諸元、取扱い等に関する事 

    ハ）危険物品に関する簡単な物理化学的知識 

    ニ）運転者の健康管理に関する事 

    ホ）事故の場合の応急救助、二次事故の防止措置に関する事 

    へ）道路構造及び簡単な地質、地盤の強度に関する事 

    ト）運行計画作成の知識、技能に関する事 

    チ）気象情報に関する事 

    リ）非常信号用具の取扱いに関する事 

    ヌ）運転者の運転適正診断に関する事 

    ル）交通関係法規に関する事 

    ヲ）交通規制に関する事 

    ワ）自動車賠償責任保険に関する事 

        カ）その他必要な知識 

 

 

 （実施及び変更年月日） 

 第７条 この規程は、平成２２年１０月１日から実施する。 

           （ 平成２２年１０月１日変更 ）   
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